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資料４ 

 

画像レポート見落としに関わる電子カルテシステムの基本デザイン 

 

画像レポート見落とし防止対策として、レポート通知機能や未読レポートの表示機能等の

特殊な機能を準備することが必要であるが、その前に、電子カルテシステムの基本デザイン

についても、画像レポートを見落としにくくする工夫がなされるべきである。以下に、大阪

大学医学部附属病院に導入している電子カルテシステムの各画面デザインを示す。 

 

１．経過記録画面 

 

 

経過記録は 4 日分が同時に表示され、横向きのスクロールバーで過去・未来に移動できる。 

画像、画像診断レポート、病理レポート、検体検査結果等のレポートが作成されると、経過

記録上に表示される。画像については、サムネイルが表示され、何の画像かが直感的に分か

る。ボタンをクリックすると、対応する画像、レポートが表示される。 

前回の外来診察後から今回の診察までの間に画像、画像レポートがあった場合に、直ぐに気

付く表示となっており、カルテ画面を開くことで、画像レポートの見落としは起こりにくい。 

  



56 

 

２．画像レポート一覧画面 

 

 

画像検査が実施されると 1 行が追加され、レポートが作成されるとオレンジの背景色が付

く仕組みとなっている。これにより、過去のレポートを今回の検査レポートと間違えること

は起こりにくい。この一覧画面から画像を開くことができる。 
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３．画像一覧画面 

 

 

画像一覧画面は、縦軸にモダリティ―、横軸に日のマトリックス上にサムネイルを表示する

デザインとなっている。レポートがある場合に、右上にレポートのアイコンが表示される。 

これにより、どの画像にレポートがあるかが直ぐに分かり、画像を確認する前に、レポート

を見ようとする流れが自然にできる。 


